




　平成 11（1999）年 12 月 2 日，モロッコのマラケッシュで開催された第 23 回世界遺産委員会に
おいて，「日光の社寺」は正式に世界遺産として登録された。同 4年に日本が世界遺産条約を批准
してから，国内としては 10 番目（文化遺産としては 8番目）の登録となった。
　「日光の社寺」は，日光市山内にある二荒山神社・東照宮の二社と輪王寺の一寺に関する 103 棟
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№ 建築物名 棟数 № 建築物名 棟数
1 ●本殿 1 44 ●奥社鳥居 1
2 ●唐門 1 45 ●奥社石柵 1
3 ●掖門及び透塀 2 46 ●仮殿本殿・仮殿相の間・仮殿拝殿 1
4 ●拝殿 1 47 ●仮殿唐門 1
5 ●鳥居 1 48 ●仮殿掖門及び透塀 2
6 ●神橋 1 49 ●仮殿鳥居 1
7 ●別宮滝尾神社本殿 1 50 ●仮殿鐘楼 1
8 ●別宮滝尾神社唐門 1 51 ●御旅所本殿 1
9 ●別宮滝尾神社拝殿 1 52 ●御旅所拝殿 1
10 ●別宮滝尾神社楼門 1 53 ●御旅所神饌所－（1）（附）渡廊 1
11 ●別宮滝尾神社鳥居 3 54 ●旧奥社唐門 1
12 ●別宮本宮神社本殿 1 55 ●旧奥社鳥居 1
13 ●別宮本宮神社唐門及び透塀 2 輪王寺
14 ●別宮本宮神社拝殿 1 № 建築物名 棟数
15 ●別宮本宮神社鳥居 1 56 ●本堂（三仏堂） 1
16 ●神輿舎 1 57 ●相輪塔 1
17 ●大国殿 1 58 ●本坊表門 1
18 ●末社朋友神社本殿 1 59 ●開山堂 1
19 ●末社日枝神社本殿 1 60 ●常行堂 1
東照宮 61 ●法華堂 1
№ 建築物名 棟数 62 ●常行堂法華堂渡廊 1
20 ■本殿・石の間及び拝殿 1 63 ●慈眼堂廟塔 1
21 ■正面及び背面唐門 2 64 ●慈眼堂拝殿 1
22 ■東西透塀 2 65 ●慈眼堂経蔵 1
23 ■陽明門 1 66 ●慈眼堂鐘楼 1
24 ■東西回廊－（1）（附）潜門 2 67 ●慈眼堂阿弥陀堂 1
25 ●上社務所 1 68 ●児玉堂 1
26 ●神楽殿 1 69 ●護法天堂 1
27 ●神輿舎 1 70 ●観音堂 1
28 ●鐘楼 1 71 ●三重塔 1
29 ●鼓楼 1 72 ■大猷院霊廟本殿・相の間・拝殿－（1）（附）厨子 1
30 ●上神庫 1 73 ●大猷院霊廟唐門 1
31 ●中神庫 1 74 ●大猷院霊廟瑞垣 1
32 ●下神庫 1 75 ●大猷院霊廟掖門 1
33 ●水屋 1 76 ●大猷院霊廟御供所 1
34 ●神厩 1 77 ●大猷院霊廟御供所渡廊 1
35 ●表門－（1）（附）簓子塀 1 78 ●大猷院霊廟夜叉門 1
36 ●五重塔 1 79 ●大猷院霊廟夜叉門左右回廊－（1）（附）潜門 2
37 ●石鳥居 1 80 ●大猷院霊廟鐘楼 1
　（ 1）（附）鐘舎 81 ●大猷院霊廟鼓楼 1
　（ 2）（附）燈台穂屋 82 ●大猷院霊廟二天門－（1）（附）左右袖塀 1
　（ 3）（附）燈台穂屋 83 ●大猷院霊廟西浄 1
　（ 4）（附）銅神庫 84 ●大猷院霊廟水屋 1
　（ 5）（附）渡廊 85 ●大猷院霊廟宝庫 1
　（ 6）（附）銅庫門及び板塀 86 ●大猷院霊廟仁王門－（1）（附）左右袖塀 1
　（ 7）（附）非常門及び銅板塀 87 ●大猷院霊廟皇嘉門－（1）（附）左右袖塀 1
　（ 8）（附）内番所 88 ●大猷院霊廟銅包宝蔵 1
　（ 9）（附）西浄 89 ●大猷院霊廟奥院宝塔 1
　（10）（附）東通用御門（社家門） 90 ●大猷院霊廟奥院鋳抜門 1
38 ●坂下門 1 91 ●大猷院霊廟奥院拝殿 1
39 ●奥社宝塔 1 92 ●大猷院霊廟別当所竜光院－（1）（附）玄関 1
40 ●奥社唐門 1 （財）日光社寺文化財保存会管理
41 ●奥社石玉垣 1 № 建築物名 棟数
42 ●奥社拝殿 1 93 ●本地堂 1



















































































































明会，同 9年 10 月には世界遺産登録推進班（世界遺産の対象となる社寺，栃木県，日光市などか
ら構成）を設置し，『推薦書』の策定を開始するなど，世界遺産登録への体制が整備されていった。
　同 10 年 6 月，ユネスコに「日光の社寺」世界遺産登録のための『推薦書』が提出された。『推薦
書』の文化資産としての価値証明として，「日光の社寺」は 17 世紀の徳川家墓所を中心とする宗教
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向の背景には，日光を訪れる観光客数が同 2年に 810 万人であったが，同 11 年で 573 万人まで減
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同行したアーネスト・サトウらであった。これ以降，同 6 年に司法省法律顧問のブスケ，同 7 年に





建築の高い芸術性を褒め称えている。また，アーネスト・サトウは，同 5 年の『A  GUIDEBOOK 
TO  NIKKO』という日光旅行の案内書を発刊した。この案内書には奥日光の中禅寺方面までも紹





　サトウは，同 17 年 11 月 10 日に中禅寺を訪ねているが，その日，サトウは足尾から中禅寺湖へ
のルートで中禅寺に向かった。同日午後 1 時 37 分に中禅寺の米屋という旅館に到着した。















































　同 14 年 2 月，保晃会役員が諸外国の名勝旧跡等の保存状況を聞くため，アーネスト・サトウを
訪ねている。サトウは保晃会の主旨に賛意をあらわし，彼は各国公使らに保晃会への援助を求めた。
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の研究』（名著出版，1982 年，初出は 1975 年），宮田登・
宮本袈裟雄編『日光山と関東の修験道』（山岳宗教史研





































































（2009 年 5 月 28 日受付，2009 年 9 月 25 日審査終了）
